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特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

会 計 名
収 入 支 出

予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 53 億   855 万円 42 億   631 万円 79.2% 53 億   855 万円 49 億 2,915 万円 92.9%

介護保険特別会計
保 険 事 業 勘 定 32 億 8,899 万円 32 億 1,105 万円 97.6% 32 億 8,899 万円 29 億 8,789 万円 90.8%

サービス事業勘定 1,065 万円 901 万円 84.6% 1,065 万円 816 万円 76.6%

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3 億 1,045 万円 3 億   227 万円 97.4% 3 億 1,045 万円 2 億 9,473 万円 94.9%

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 1 億 4,314 万円 4,094 万円 28.6% 1 億 4,314 万円 1 億    754 万円 75.1%

特定環境保全公共下水道事業特別会計 4 億 9,743 万円 2 億   573 万円 41.4% 4 億 9,743 万円 3 億 8,090 万円 76.6%

流域関連公共下水道事業特別会計 ３億 9,872 万円 1 億 4,114 万円 35.4% 3 億 9,872 万円 3 億 5,454 万円 88.9%

戸 別 浄 化 槽 整 備 事 業 特 別 会 計 1 億 1,503 万円 5,099 万円 44.3% 1 億 1,503 万円 7,197 万円 62.6%

水 道 事 業 会 計
収益的収支 7 億 9,478 万円 7 億 9,492 万円 100.0% 7 億 9,478 万円 7 億 4,727 万円 94.0%

資本的収支 1,350 万円 1,752 万円 129.8% 3 億 4,014 万円 3 億 2,367 万円 95.2%

■株券	 4,420 万円
■出えん金	 4,000 万円
■出資金	 5 億 9,322 万円
■寄託金	 2,368 万円
■債権	 4,852 万円

合計　7 億 4,962 万円
※現在高

出
資
金
等
の
状
況

平成２５年度
下半期の 予算執行状況をお知らせします予算執行状況をお知らせします平成２５年度
下半期の

　市では、市の財政がどのように運営されている
かを市民の皆さんにお知らせするため、予算の執
行状況のあらましについて年２回公表しています。
　今回は平成２６年３月３１日現在の執行状況に
ついてお知らせします。【問い合わせ】財政課（麻生庁舎）☎ ０２９９－７２－０８１１

※数値は表示単位未満を四捨五入しています

■一般会計債	 177 億 3,712 万円
■下水道事業建設債	 58 億 7,859 万円
■水道建設事業債	 36 億 2,896 万円

合計　272 億 4,467 万円
※未償還額

市
債
の
状
況

市　　　　税 102.7%

（収入率）

地方譲与税 100.0%

利子割交付金 100.0%

配当割交付金 100.0%

株式等譲渡
所得割交付金 100.0%

地方消費税
交　付　金 100.0%

ゴルフ場利用
税 交 付 金 100.0%

自動車取得税
交　付　金 100.0%

地 方 特 例
交　付　金 100.0%

地方交付税 100.0%

交通安全対策
特別交付金 100.0%

分担金及び
負　担　金 91.7%

使用料及び
手　数　料 98.4%

国庫支出金 66.5%

県 支 出 金 27.5%

財 産 収 入 118.1%

寄　附　金 194.4%

繰　入　金 64.5%

繰　越　金 100.0%

諸　収　入 101.3%

市　　　　債 31.8%

議　会　費
1 億 5,778 万円
1億 5,146 万円

96.0%

総　務　費 60.2%

民　生　費 84.3%

衛　生　費 72.5%

農林水産業費 47.3%

商　工　費
3 億 3,757 万円
3億 1,006 万円

91.9%

土　木　費 41.9%

消　防　費 95.7%

教　育　費 68.6%

災害復旧費 47.2%

公　債　費 99.8%

諸 支 出 金
0 万円
0万円

-

（執行率）歳 出

歳 入

2 億 6,500 万円
2億 6,500 万円

708万円
708万円
1,170 万円
1,170 万円
1,949 万円
1,949 万円

3億 1,411 万円
3億 1,411 万円
1億 6,213 万円
1億 6,213 万円
6,299 万円
6,299 万円
981万円
981万円

371万円
371万円

1億 8,538 万円
1億 6,993 万円
1億 3,895 万円
1億 3,679 万円

5,560 万円
6,565 万円
90万円
175万円

4億 1,593 万円
4億 2,143 万円

一　般　会　計

歳入　予算現額：208 億 5,403 万円
　　　収入済額：166 億 2,250 万円（79.7％）
歳出　予算現額：208 億 5,403 万円
　　　支出済額：146 億 2,513 万円（70.1％）

26 億 5,430 万円
8億 4,350 万円
26億 5,430 万円
8億 4,350 万円

63億 5,743 万円
63億 5,743 万円

28億 5,627 万円
18億 9,901 万円
28億 5,627 万円
18億 9,901 万円
17億 1,924 万円
4億 7,229 万円
17億 1,924 万円
4億 7,229 万円

12億 4,070 万円
12億 4,070 万円
12億 4,070 万円
12億 4,070 万円

8億 7,027 万円
5億 6,105 万円
8億 7,027 万円
5億 6,105 万円

11億 7,524 万円
5億 5,576 万円
11億 7,524 万円
5億 5,576 万円

28億 3,635 万円
11億 8,750 万円
28億 3,635 万円
11億 8,750 万円
8億 9,084 万円
8億 5,225 万円
8億 9,084 万円
8億 5,225 万円
40億    907 万円
27億 4,945 万円
40億    907 万円
27億 4,945 万円
7億 7,495 万円
3億 6,590 万円
7億 7,495 万円
3億 6,590 万円

11億 2,606 万円
8億 1,676 万円
11億 2,606 万円
8億 1,676 万円

47億        7 万円
39億 6,136 万円
47億        7 万円
39億 6,136 万円

29億 3,534 万円
17億 6,852 万円
29億 3,534 万円
17億 6,852 万円

19億 1,021 万円
19億   611 万円
19億 1,021 万円
19億   611 万円

35 億   304 万円
  35 億 9,695 万円
35 億   304 万円
  35 億 9,695 万円

予　備　費
55 万円
0万円

0%

63 億 5,743 万円
63億 5,743 万円

合計　58 億   220 万円  ※現在高

基

金

の

状

況

■財政調整基金	 14 億 7,366 万円

■減債基金	 7 億 6,126 万円

■公共施設整備基金	 8 億 6,169 万円

■なめがた振興基金	 4,837 万円

■揚排水施設維持管理基金	 8,367 万円

■新公共交通運営基金	 3,783 万円

■地域コミュニティ基金	 1,668 万円

■行方市ふるさと応援寄附金基金	 319 万円

■合併振興基金	 20 億 1,317 万円

■復興まちづくり支援事業基金	 1 億     97 万円

■国民健康保険支払準備基金	  8,146 万円

■介護給付費準備基金	 1 億 5,421 万円

■農業集落排水事業債償還基金	 1 億 2,065 万円

■特定環境保全公共下水道事業債償還基金	 1,964 万円

■流域関連公共下水道事業債償還基金	 1,532 万円

■戸別浄化槽整備事業債償還基金	 1,043 万円
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平成 26 年度国民健康保険税の税率及び納期の改正について

1. 平成 26 年度国民健康保険税について
　国民健康保険は、加入する皆さんが出し合う保険料（国民健康保険税）と、国や県などの補助金を財源として、医

療費の一部を負担する助け合いの制度です。皆さんから納めていただく国民健康保険税 ( 医療分・支援金分・介護分 ) は、

ご自身や家族の暮らしと健康を守り、国民健康保険制度、後期高齢者医療制度、介護保険制度を支える大切な税金です。

　行方市では、平成 18 年度から同税率で国民健康保険の事業運営を行ってきましたが、医療費の増加と被保険者の

減少等により、厳しい財政運営を強いられています。国民健康保険財政の健全化を目指すため、平成 26 年度は次の

ような税率の改正を行います。

２．納付の時期について
　現金や口座等で納付する普通徴収と、年金天引きにより納付する特別徴収の２通りの方法になります。普通徴収は、

平成 26 年度からは納付回数を増やし、確定した年税額を７月～翌年３月までの９回で納付していただきます。

徴収方法 納付月
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

普通徴収
（現金納付・口座振替） ● ● ● ● ● ● ● ● ●

特別徴収
（年金天引） ● ● ● ● ● ●

３．年度の途中で社会保険に加入したときの国民健康保険税について
　窓口で手続きをしていただいた後、月割で税額を計算します。

例えば、５月に国民健康保険に加入して、12 月に脱退をした場合は、５月から 11 月までの７カ月分の国民健康保険

税を納めていただくようになります。

　また、国民健康保険の取得及び喪失年月日は、市役所へ届け出をした日ではなく、保険の資格が発生・喪失した日

となります。保険証の異動があったときは、14 日以内に届け出しましょう。

【問い合わせ】　税務課（麻生庁舎） ℡ 0299-72-0811

４．納税義務者について

5．軽減制度について

項目 医療分・支援金分・介護分に共通
税率・税額

医療分 支援金分 介護分

1. 所得割
加入者一人ひとりについて計算します。
平成 25 年中の所得から基礎控除 33 万円を除いた額
に右の税率をかけます。

6.4％
（5.0％）

1.8％
（2.1％）

1.7％
（1.5％）

2. 資産割
加入者一人ひとりについて計算します。
平成 26 年度分の固定資産税額（共有持分含む）に
右の税率をかけます。

15.0％
（22％）

4.0％
（16％）

1.0％
（5.0％）

3. 均等割 世帯内の加入者数に応じて計算します（1 人につき）。 21,000 円
（19,000 円）

3,000 円
（5,000 円）

16,000 円
（9,000 円）

4. 平等割 1 世帯につきいくらと計算します。 26,000 円
（24,000 円）

7,000 円
（6,000 円）

－   円
（3,000 円）

賦課限度額 1 世帯の年間限度額です。 51 万円
（51 万円）

16 万円
（14 万円）

14 万円
（12 万円）

　上記、１～４の合計額が１年間に納めていただく国民健康保険税の税額となります。
　※（　　）内の数字は改正前の税率及び税額

　国民健康保険税は、世帯主が納税義務者になります。

　世帯を１つの単位としている国民健康保険税は、世帯主が職場の健康保険に加入している場合であっても、世帯の

中に国民健康保険の加入者がいれば、納税義務者は世帯主になります。

　一定の所得より少ない世帯については、軽減の制度があります。詳しくは、税務課　市民税グループまでお問い合

わせください。
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
降
園
後
保

育
指
導
員
夏
季
臨
時
指
導
員
募
集

こ
ど
も
福
祉
課
（
玉
造
庁
舎
）

　
　
　

☎ 
０
２
９
９
（
５
５
）
０
１
３
０

　

夏
休
み
中
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
指

導
員
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

安
心
安
全
を
見
守
り
、
一
緒
に
遊
ん
で
あ
げ

た
り
す
る
も
の
で
、
子
ど
も
の
好
き
な
方
な

ら
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。

募
集
内
容　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
夏
季

休
業
中
の
指
導
員

応
募
資
格　

健
康
で
元
気
が
あ
り
、
子
ど
も

の
健
全
育
成
に
熱
意
が
あ
り
、
高
卒
以
上
の

方指
導
内
容　

子
ど
も
た
ち
へ
の
生
活
全
般
の

指
導
、
遊
び
を
中
心
と
す
る
保
育
及
び
安
全

の
確
保

雇
用
期
間　

小
学
校
・
幼
稚
園
の
夏
季
休
業

中
（
７
／
22
～
８
／
29
）

勤
務
日
数　

週
４
～
５
日
程
度
（
休
業
日
・

土
日
及
び
８
／
12
～
16
）

勤
務
時
間　

 

午
前
７
時
45
分
～
午
後
１
時

　
　
　
　
　

 

午
後
１
時
～
午
後
６
時
30
分

※
半
日
勤
務
が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、
都
合

に
よ
り
１
日
勤
務
に
な
る
と
き
も
あ
り
ま

す
。

時　
　

給　

７
７
４
円
（
交
通
費
別
途
支
給
）

募
集
人
員　

10
名
程
度

採　
　

用　

電
話
等
で
こ
ど
も
福
祉
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、
面
接
を
経
て
採

用
を
決
定
し
ま
す
。
面
接
時
に
履
歴
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
間　
６
月
２
日
（
月
）
～
６
月
27
日
（
金
）

生
涯
学
習
課
（
北
浦
公
民
館
内
）

　
　
　

 

☎ 

０
２
９
１
（
３
５
）
２
９
０
８

行
方
市
文
化
会
館

「
ピ
ア
ノ
に
親
し
む
会
」
参
加
者
募
集

　

行
方
市
文
化
会
館
で
は

ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
る
方

や
ピ
ア
ノ
の
経
験
の
あ
る

方
を
対
象
に
コ
ン
サ
ー
ト

ピ
ア
ノ
を
弾
く
機
会
を
設

け
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
コ
ン
サ
ー

ト
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

開
催
期
間　

７
月
か
ら
12
月
ま
で
の
指
定
し

た
土
・
日
曜
日

時　
　

間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
１
人

２
時
間
以
内
）

実
施
場
所　

行
方
市
文
化
会
館

（
ホ
ー
ル
、
リ
ハ
ー
サ
ル
室
）

参
加
対
象　

行
方
市
内
に
在
住
又
は
在
勤
す

る
方
（
中
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同
伴

で
お
願
い
し
ま
す
）

人　
　

数　

８
名
（
参
加
希
望
者
多
数
の
場

合
、
抽
選
に
よ
り
参
加
者
を
決
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
）

募
集
期
間　

６
月
１
日（
日
）～
６
月
29
日（
日
）

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

申
込
方
法　

直
接
窓
口
へ
お
越
し
い
た
だ
く

か
、
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
グ
ル
ー
プ
（
北
浦
公

民
館
内
）

行
方
市
山
田
２
１
７
５

☎ 

０
２
９
１
（
３
５
）
２
９
０
８

問い合わせ　収納対策課（麻生庁舎）　☎ 0299－72－0811

税 金 のお知らせのお知らせ
今月の税金

市・県民税　　第１期

納付期限（口座振替日）は

６月30日です。

　市税の納付方法が口座振替以外（市役所や銀行等での窓口
納付）の方には便利な方法があります。各税目の納付書に記
載してある「納期限」内で 30 万円以下であれば、全国のほ
とんどのコンビニエンスストアで、いつでも納付ができます。
市役所や銀行等の窓口が閉じている時間帯はコンビニ納付が
便利です。

市税はコンビニエンスストアでも納付できます

インターネットで公金支払いスタート！
　行方市では平成 26 年度より、インターネットから税金が納付できる「ヤフー公金支払い」制度を導入
しました。
　６月は市・県民税が納付可能です。６月中旬に納税義務者に届く納税通知書の「クレジット納付用番号」
と指定の「クレジットカード」をご用意すれば、パソコン又は携帯電話、スマートフォンから 24 時間納
付ができます。
　また、分割払いやリボ払いも可能な上、カード会社のポイントも貯まります。さらに、T ポイントが
税金の一部として使えます。この機会に、ぜひご利用ください。詳しくはヤフー株式会社のホームペー
ジをご覧ください。
※口座振替を継続中の方は利用できませんが、口座振替廃止手続きをした後であれば利用することがで
　きます。
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わ
が
家
の
耐
震
性
を

　
　
　
　
　
確
認
し
ま
せ
ん
か

都
市
建
設
課
（
玉
造
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
５
５
）
０
１
１
１

　

既
存
木
造
住
宅
の

耐
震
性
を
確
認
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
『
耐

震
診
断
士
派
遣
事
業
』

を
実
施
し
ま
す
の
で
、

事
業
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
住
宅
の

被
害
程
度
を
診
断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
診
断
概
要
】　

茨
城
県
木
造
住
宅
耐
震
診

断
士
を
派
遣
し
、
目
視
や
聞
き
取
り
に
よ
る

一
般
耐
震
診
断
を
行
い
、
耐
震
補
強
が
必
要

か
ど
う
か
を
判
定
し
て
も
ら
い
ま
す
。
診
断

後
、
耐
震
補
強
の
工
事
や
精
密
診
断
を
強
制

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
対
象
住
宅
】　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
階
数
が
２
階
以

下
（
延
べ
床
面
積
が
30
㎡
以
上
の
も
の
。
併

用
住
宅
の
場
合
は
、
面
積
の
半
分
以
上
が
住

宅
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
）

【
対
象
者
】　
「
対
象
住
宅
」
の
所
有
者
で
、

市
税
及
び
税
外
収
入
金
を
滞
納
し
て
い
な
い

方

【
募
集
件
数
】　

４
件
（
先
着
順
。
定
数
に
達

し
た
時
点
で
締
め
切
り
）

【
調
査
費
用
】　

無
料

【
申
込
方
法
】　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
都
市
建
設
課
（
玉
造
庁
舎
）
に

提
出
。

【
募
集
期
限
】
平
成
26
年
11
月
28
日
（
金
）

〈
注
意
事
項
〉　｢

耐
震
診
断｣

や｢

耐
震
改

修｣

に
名
を
借
り
た
セ
ー
ル
ス
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
市
で
は
、
業
者
等
の
あ
っ
せ
ん
を
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、

木
造
住
宅
の
耐
震
性
を
高
め
る
た
め
の
耐
震

改
修
設
計
・
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
住
宅
の

補
修
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
の
額
】

○
耐
震
改
修
設
計
費
用
の
３
分
の
１

　
（
限
度
額
10
万
円
）

○
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
３
分
の
１

　
（
限
度
額
30
万
円
）

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
設
計
・

耐
震
改
修
工
事
費
の
補
助
に
つ
い
て

都
市
建
設
課
（
玉
造
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
５
５
）
０
１
１
１

【
補
助
対
象
工
事
】

○
耐
震
改
修
設
計
及
び
耐
震
改
修
工
事

○
市
へ
の
申
請
手
続
き
を
す
る
前
に
契
約
を

行
っ
た
場
合
は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
対
象
住
宅
】

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

木
造
住
宅
で
、
階
数
が
２
階
以
下
・
延
べ
床

面
積
が
30
㎡
以
上
の
も
の
。
併
用
住
宅
の
場

合
は
、
面
積
の
半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
も
の
。

　

一
般
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
点

が
１
．
０
未
満
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る

も
の
。
ま
た
、
耐
震
改
修
設
計
及
び
耐
震
改

修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
上
部
構
造
評
点

が
０
．
３
以
上
増
加
し
、
か
つ
、
増
加
後
の

上
部
構
造
評
点
が
１
．
０
以
上
と
な
る
こ
と
。

※
上
部
構
造
評
点
と
は
、
建
物
の
地
震
に
対

す
る
強
さ
を
表
す
数
値
で
す
。

【
対
象
者
】

○
「
対
象
住
宅
」
の
所
有
者
で
、
自
己
が
居

住
す
る
た
め
に
耐
震
改
修
設
計
ま
た
は
耐

震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
方

○
市
税
及
び
税
外
収
入
金
を
滞
納
し
て
い
な

い
方

【
募
集
件
数
】　

耐
震
改
修
設
計
・
耐
震
改
修

工
事
と
も
に
各
３
件
（
先
着
順
。
定
数
に
達

し
た
時
点
で
締
め
切
り
）

【
申
込
方
法
】

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

都
市
建
設
課
（
玉
造
庁
舎
）
に
提
出
。

【
募
集
期
間
】
平
成
26
年
11
月
28
日
（
金
）

総
務
課
（
麻
生
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１

　

市
で
は
、
火
災
や
大
規

模
災
害
発
生
時
、
ま
た
行

方
不
明
者
の
捜
査
が
必
要

な
際
等
に
、
防
災
無
線
放

送
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

気
象
状
況
や
地
形
な
ど
が
障
害
と
な
り
、
聞

き
取
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
防
災
無
線
放
送
が
聞
き
取
れ

な
か
っ
た
方
の
た
め
に
、
放
送
内
容
を
電
話

音
声
で
案
内
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

放
送
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
際
に
は
、
左

記
の
電
話
番
号
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
利
用
の
際
に
は
、
通
話
料
金
が

発
生
し
ま
す
。

【
防
災
行
政
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号
】

☎
０
２
９
９
‐
７
２
‐
１
１
４
４

防
災
行
政
無
線

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
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新
製
品
の
開
発
や
新
製
品
の
販
売
を
積
極

的
に
行
い
た
い
商
工
業
者
の
方
に
商
品
化
促

進
費
、
宣
伝
広
告
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
者　

本
市
に
住
所
を
有
す
る
個
人

又
は
事
務
所
を
有
す
る
法
人
又
は
団
体
（
市

税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
）

補
助
金
の
対
象
と
な
る
経
費　

概
ね
２
年
以

内
に
製
品
化
し
た
も
の
及
び
こ
れ
か
ら
開
発

す
る
製
品
で
あ
る
こ
と

○�

商
品
化
促
進
費
（
原
材
料
、
試
作
品
の
製

作
等
に
要
す
る
経
費
）

○�

宣
伝
広
告
費
（
新
聞
広
告
、
チ
ラ
シ
の
製

作
・
配
布
等
に
要
す
る
経
費
）

○�

事
務
費
（
消
耗
品
、
通
信
運
搬
、
イ
ベ
ン

ト
出
店
等
に
要
す
る
経
費
）

補
助
金
の
上
限
・
補
助
率

１
事
業
者　

30
万
円
（
事
業
費
の
３
／
４
以

内
）

事
業
者
数

４
事
業
者
（
募
集
後
審
査
が
あ
り
ま
す
）

募
集
期
間

６
月
２
日
（
月
）
か
ら
６
月
23
日
（
月
）
ま
で

平
成
26
年
度
行
方
市
新
製
品
等

　    
販
売
促
進
支
援
補
助
金
制
度

商
工
観
光
課
（
北
浦
庁
舎
）

　
　
　

☎ 
０
２
９
１
（
３
５
）
２
１
１
１

　

近
年
、
市
内
に
お
い
て
イ
ノ
シ
シ
に
関
す

る
目
撃
情
報
が
多
発
す
る
な
ど
生
息
域
の
拡

大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
農
林
作
物
被
害
の
安
定
的
な
軽

減
と
人
と
野
生
鳥
獣
の
共
存
に
努
め
る
た
め
、

「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
」
第
７
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
茨
城

県
イ
ノ
シ
シ
保
護
管
理
計
画
（
第
五
期
）
を

策
定
し
ま
し
た
。

計
画
期
間　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

保
護
管
理
対
象
区
域

被
害
対
策
地
域

拡
大
防
止
地
域

市
町
村

水
戸
市
、
日
立
市
、

土
浦
市
、
石
岡
市
、

常
陸
太
田
市
、
高
萩

市
、
北
茨
城
市
、
笠

間
市
、
つ
く
ば
市
、
常

陸
大
宮
市
、
那
珂
市
、

筑
西
市
、
か
す
み
が
う

ら
市
、
桜
川
市
、
城

里
町
、
大
子
町

行
方
市
、
鉾
田
市
、

小
美
玉
市

定
義

第
四
期
計
画
ま
で
の

保
護
管
理
対
象
区
域

で
あ
り
、
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
農
作
物
被
害
が

依
然
と
し
て
続
い
て
お

り
、
引
き
続
き
被
害

対
策
を
行
う
地
域

従
来
、
イ
ノ
シ
シ

の
生
息
や
農
作
物

被
害
が
報
告
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
地

域

茨
城
県
イ
ノ
シ
シ
保
護
管
理
計
画

（
第
五
期
）
の
概
要
に
つ
い
て

環
境
課
（
北
浦
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
１
（
３
５
）
２
１
１
１

　

被
害
対
策
地
域
で
は
、
農
林
作
物
被
害
を

平
成
12
年
度
の
水
準
に
抑
え
る
こ
と
、
拡
大
防

止
地
域
で
は
地
域
か
ら
の
イ
ノ
シ
シ
の
根
絶
に

努
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
）

　　　　　　　　　　　　　　

捕
獲
に
つ
い
て

　

行
方
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
で
は
、

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
市
内
全
域
の
山
林
等

に
『
く
く
り
わ
な
』
を
設
置
し
て
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
な
付
近
に
は
標
識
等
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
わ
な
に
掛
か
っ
て
い
る
イ
ノ

シ
シ
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
決
し
て

近
付
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

行
方
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
（
農
林

水
産
課
内
）

☎
０
２
９
１-

３
５-

２
１
１
１

○
労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
、
６
月
１
日
か

　

ら
７
月
10
日
ま
で
が
申
告
期
間
と
な
り
ま

　

す
。
申
告
の
際
は
、
年
度
更
新
申
告
書
受

　

理
相
談
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
一
般
拠
出
金
率

　

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
労
働
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
口
座

　

振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
請
手

　

続
き
を
一
度
行
え
ば
、
翌
年
度
以
降
も
継

　

続
し
て
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
で
き
ま
す
。

納
付
日　

納　

期

第
１
期

第
２
期

第
３
期

口
座
振
替

利
用
無
の

場
合

７
月
10
日

10
月
31
日

２
月
２
日

口
座
振
替

納
付
日

９
月
８
日

11
月
14
日

２
月
16
日

※
納
付
日
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
営
業
日
が

　

納
付
日
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
茨
城
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

　

室
、
又
は
、
各
労
働
基
準
監
督
署
・
各
公

　

共
職
業
安
定
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

平
成
26
年
度
労
働
保
険

年
度
更
新
の
申
告
・
納
付
に
つ
い
て

茨
城
労
働
局　

労
働
保
険
徴
収
室

　
　
　

☎ 

０
２
９
（
２
２
４
）
６
２
１
３
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シリーズ　国民健康保険

国民健康保険では人間ドック等の助成を行っています
　市では、平成 26 年度より人間ドック等助成事業を行っています。

【対象者】
　次の要件をすべて満たしている方
　　１、ドック等受診日において満 40 歳以上 75 歳未満の国民健康保険加入者であること。
　　２、国民健康保険税を滞納していない世帯の方。
　　３、特定健診を当該年度内に受診していないこと。

【受付期間】
　毎年 11 月 30 日までに認印を持参の上、国保年金課（玉造庁舎）又は、各庁舎の総合窓口で申請してく
ださい。審査後、受診券が交付されます。

【助成金額】
　○日帰り人間ドック又は１泊人間ドック　　　20,000 円
　○日帰り脳ドック（特定健診有り）　　　　　  20,000 円
　○日帰り脳ドック（特定健診無し）　　　　　  15,000 円

【実施医療機関】
　なめがた地域総合病院健診センターほか、市が契約した医療機関となります。
　詳細については、国保年金課（℡ 0299-55-0111 内線 131）までお問い合わせください。

【問い合わせ】国保年金課（玉造庁舎）　℡ 0299-55-0111

第
６
回
な
め
が
た
狂
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
作
品
募
集

生
涯
学
習
課
（
北
浦
公
民
館
内
）

　
　
　

☎ 
０
２
９
１
（
３
５
）
２
９
０
８

あ
な
た
の
狂
歌
が
、
歌
碑
に
な
り
ま
す

　

日
常
の
出
来
事
や
、
社
会
風
刺
、
心

の
つ
ぶ
や
き
な
ど
を
、
あ
な
た
の
言
葉
で

五
七
五
七
七
の
リ
ズ
ム
に
の
せ
て
狂
歌
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
テ
ー
マ
は
自
由
。
皆
さ
ま

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
要
項
及
び
応
募
用
紙
は
、各
庁
舎（
総

合
窓
口
）
及
び
公
民
館
な
ど
市
内
の
公
共
施

設
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
応
募
条
件
】

①�

作
品
は
、
本
人
が
創
作
し
た
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

②�

作
品
等
の
文
字
は
、
楷
書
で
は
っ
き
り
と

書
い
て
く
だ
さ
い
。

③�

漢
字
に
は
、「
ふ
り
が
な
」
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

④�

応
募
作
品
は
、
自
由
吟
・
課
題
吟
の
別
は

問
い
ま
せ
ん
（
課
題
吟
の
本
歌
選
択
は
自

由
と
し
ま
す
）。

⑤
応
募
作
品
は
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

⑥�

入
選
作
品
の
発
表
や
使
用
に
関
す
る
権
利

は
、
行
方
市
に
帰
属
し
ま
す
。

⑦
応
募
は
、
一
人
３
首
ま
で
と
し
ま
す
。

⑧
応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
応
募
方
法
】

　
「
は
が
き
」「
封
書
」「
Ｆ
Ａ
Ｘ
」「
Ｅ
メ
ー
ル
」

「
応
募
用
紙
」
で
。

○
作
品
（
課
題
吟
の
場
合
は
本
歌
も
・
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
）

○
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
・
職
業
（
学
校
名
学
年
）・

賞
状
授
与
式
へ
の
参
加
の
可
否
を
明
記

【
応
募
先
】

○
「
は
が
き
」「
封
書
」
で
応
募
の
場
合

〒
３
１
１-

１
７
０
４　

行
方
市
山
田
２
１
７
５

行
方
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課　
「
な
め
が
た
狂
歌
」
係

○
「
Ｆ
Ａ
Ｘ
」
で
応
募
の
場
合

北
浦
公
民
館　

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

０
２
９
１-

３
５-

３
７
７
３
へ

○
「
Ｅ
メ
ー
ル
」
で
応
募
の
場
合

nam
e-shogaku@

city.nam
egata.lg.jp

へ

送
信

○
「
応
募
用
紙
」
で
応
募
の
場
合

各
庁
舎
及
び
各
公
民
館
等
に
設
置
の
応
募
箱

へ【応
募
料
】　

無
料

【
応
募
期
間
】

６
月
１
日
（
日
）
～
７
月
４
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

【
発
表
と
賞
状
授
与
式
】

①�

入
賞
・
入
選
者
全
員
に
、
審
査
結
果
を

郵
送
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
賞
状
授
与
式

　

期
日　

平
成
26
年
９
月
14
日
（
日
）

　

場
所　

霞
ヶ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

③
歌
碑
除
幕
式
（
賞
状
授
与
式
終
了
後
）

　

期
日　

平
成
26
年
９
月
14
日
（
日
）

　

場
所　

霞
ヶ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

④�

入
選
作
品
は
、「
作
品
集
」
と
し
て
刊
行

し
入
選
者
に
は
無
料
配
布

⑤�

行
方
市
報
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
審
査

結
果
発
表


